
発
行

日
：

2015年
7月

20日
発

　
行

：
学

校
法

人
 樟

蔭
学

園
 100周

年
記

念
事

業
本

部
　

　
　

   〒
577-8550 東

大
阪

市
菱

屋
西

4-2-26
　

　
　

   TEL 06-6723-8152　
E-m

ail  100th@
osaka-shoin.ac.jp

174
2 0 1 5
J u l y

K
u

su
n

o
k

i

樟
蔭

学
園

報

Kusunoki

大阪樟蔭女子大学/大学院　樟蔭高等学校　樟蔭中学校　大阪樟蔭女子大学附属幼稚園

樟 蔭 学 園 報

Vol.174
2015 July

● CLUB NAVI ─ 大学 ホステリング部

● Information ─ イベントのお知らせ

● FORUM ─ 「新任教員紹介」ほか

● 平成26年度決算概要報告

● リレー★コラム 石蔵 文信先生 & STAFF@SHOIN 谷内 仁美さん 

15

17

20

21

23

● SHOIN LABO ─ 「美しさをトータルで追究し、 美容のプロを目指す」 角田 憲一先生
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こ
の
４
月
、高
智
館（
１
号
棟
）２
階

に「
く
す
の
き
地
域
協
創
セ
ン
タ
ー
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。愛
称
は「
イ

キ
×
ラ
ボ
」で
す
。学
生
が
自
分
た
ち

の「
や
り
た
い
コ
ト
」を
通
じ
、地
域

や
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
貢
献
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

私
は
、地
域
や
行
政
、企
業
と
学
生
を
つ
な
い
だ
り
、地
域
や

行
政
、企
業
は
も
ち
ろ
ん
、学
生
の
考
え
や
要
望
を
引
き
出
す

な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、話
し
や
す

い
雰
囲
気
を
作
る
よ
う
に
も
心
掛
け
て
い
ま
す
。学
生
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
顔
を
出
し
て
進
捗
状
況
を
聞
い
た
り
、一
緒
に

現
場
へ
足
を
運
ん
だ
り
し
て
、学
生
と
近
い
距
離
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。学
生
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア

を
い
か
し
て
地
域
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
と

も
考
え
て
い
ま
す
。「
頼
れ
る
お
姉
さ
ん
」に
な
れ
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
ね
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
課
外
活
動
に
興
味
を
持
つ
学
生
が
多
い
こ

と
に
正
直
、驚
き
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
は
３
０
０

人
を
超
え
て
い
ま
す
し
、連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
も
積

極
的
で
す
。素
直
で
、や
る
気
に
満
ち
た
学
生
が
多
い
と
感
心

し
て
い
ま
す
。こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
の
や
り
が
い
は「
楽
し

か
っ
た
」「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」と
話
す
達
成
感
い
っ
ぱ
い
の

学
生
の
顔
を
見
る
時
で
す
ね
。

今
後
は
学
生
の
取
り
組
み
を
学
内
外
で

周
知
さ
れ
る
よ
う
広
報
に
力
を
入
れ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。学
生
時
代

に
企
業
や
自
治
体
の
人
と
一
緒
に

な
っ
て
一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
る

経
験
は
必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。学
生
に
は
ぜ

ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

08STAFF  @  SHOIN

大学 健康栄養学部　健康栄養学科

妻の体調が悪くなるのを “亭主在宅症

候群” と呼ばれている。さらに、毎日、

夫が家にいて、三食、特に昼食を作る

ことで 1 日中束縛される事から妻がうつ

状態になることを “昼食うつ” という。

定年前は “亭主元気で留守がよい” と

自由時間を謳歌していた妻が、夫の定

年と共に自由時間を奪われる事が最大

の悩みである。これといった会話のない

家庭に 1 日中二人で過ごすと考えただ

けで虫酸が走ると言う妻も少なくは

ない。そんな解決法はあるのだろう

か？

強いてやることがなくうつになる夫と

昼食を用意する事でうつになる妻の

解決策は、夫が毎日のように料理を

作ることである。そのために、我々

は毎日でもできる簡単な料理を習得

する講座を頻繁に開催し、テキスト

も出版中だ（男のええ加減料理：講談

社）。さらに男性は何か目的がないと社

会には参加しないので、男性の社会参

加を促す目的で、自転車発電で携帯な

どの充電をしようと “日本原始力発電所

協会” を設立し、各地で普及活動を展

開している。定年後は男らしく太く短く

生きるのか？それともおばちゃん化して

生きるのか？男性にとって、今後難しい

選択を迫られる時期がやってきている。

Column-08

リ レ ー ★ コ ラ ム

最近の有名人の離婚のほとんどは妻か

ら夫への三行半である。経済力のある

芸能人の離婚のハードルは低いが、定

年後の熟年離婚は増えたと言っても介

護や経済的問題が大きなハードルとな

る。離婚まで行かなくても、熟年夫婦

がそれなりに添い遂げる方法はあるの

だろうか？

団塊の世代が一斉に定年を迎えてから、

長年連れ添った夫婦の離婚が急増して

いる。定年は男にとってはやれやれとい

う思いであるが、まだ元気なのに何もす

ることがない生活は案外苦痛らしい。仕

事一筋で来た男性は仕事関係以外にこ

れといった趣味もなく、友人関係も希薄

である。そのために多くの男性が、定

年後に生きる目標を失って自宅に引きこ

もる。1 日中夫が家にいることによって

いしくら・ふみのぶ 
●大学 健康栄養学部
健康栄養学科　教授
医学博士 
京都府生まれ。 
2013年より大阪樟蔭女子
大学に勤務。専門分野は、解
剖生理学。石蔵 文信  先生

『 熟年夫婦の生き方 』
　夫源病の予防は？

1

題字 ： 大学　宮崎彰夫教授（日展評議員／雅号・葵光）

サポートスクエア(学生サポート会館　清志館1F)

CONTENTS

● Feature Story ─ 100周年記念プレイベント
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地
域
と
関
わ
る「
イ
キ×

ラ
ボ
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
課
外
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

谷内 仁美 さん
くすのき地域協創センター

やち・ひとみ●石川県出身。2009年4月から大阪樟蔭女子大学
職員。学術振興課を経て、2015年4月から地域連携支援部くす
のき地域協創センター勤務。趣味は観劇。

※イキ×ラボとは「くすのき地域協創センター」の愛称（イキイキ×ラボラトリー）です。

2015年度

 「樟蔭百年」は
樟蔭学園で開催！
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店で教えたのが始まり
27歳のときに岡山県倉敷市で美容室を始めました。当時は、通信教

育で学びながら美容師の国家試験を受ける人が多く、その子たち

を集めて店でトレーニングしていました。頑張っている子を見ると

応援したくなって、店に集めて教え始めたんです。それが指導者とし

ての始まりです。

専門学校で教えることになったのは43歳。学校は担任制で、ほぼす

べての授業・実習を教えていました。この子たちをなんとか美容師

にしてあげたい。そんな熱意で指導していましたから、教え子の合

格率は100％でした。育てる楽しさを知りましたね。樟蔭から声をか

けていただいたのは2008年。専門学校とは違う美容師の養成に挑

戦してみようと引き受けました。

2010年に美容コースを設置
人の暮らしに欠かせない衣食住で、「食」を通じて人間を育てる「食

育」は定着しつつありますが、「衣」の分野にあたる「装育」はまだま

だ。そこで化粧をキーワードにした「装育」を実践するため2007年、被

服学科に国内初の化粧文化専攻が設置されました。2010年に化粧

学専攻美容コースを開設しました。美しさをトータルで追究する美容

のプロを育てようと考えたので

す。美容師国家試験の受験資格

の取得をカリキュラムの中心に

据えた４年制大学では珍しいコ

ースです。

実技だけでなく、体のメカニズ

SHOIN LABO

かくだ・けんいち
岡山県出身。1958年生まれ。管理美容師。専修大
学商学部卒業。元全国美容生活衛生同業組合連合
会理事。岡山県理容美容専門学校講師、順正短期
大学保健科美容デザイン専攻教授を経て2010年
４月から現職。専門分野は美容学。

ムや髪の毛の仕組みはもちろん、メイクやネイル、エステから経営、

接客理論、心理学、着物の着付けまで幅広く勉強します。さらにコミ

ュニケーション能力や自己アピール力なども身につけます。

歴史は学生が作る
１期生が巣立つまでの４年間は手探りでした。美容師を目指すに

は２年制の専門学校で実技を学ぶのが一般的。ですから４年制大

学と専門学校との違いを明確にしなければなりません。定員割れし

ていたこともあってずいぶん気を揉みました。でも美容コースの歴

史を作るのは学生自身です。「樟蔭の美容コースの卒業生です」と

胸を張って言えるような人生を送ってほしい。学生にはそう言い続

けてきました。

ようやく「樟蔭の学生に来てほしい」と企業から声が掛かるようにな

りました。こんなに早く認めてもらえたことに正直、驚き、喜んでいま

す。同時に社会に出た卒業生が価値を高めてくれているんだと誇ら

しく思いました。４年制大学で美容のプロを育てる方向性は間違っ

ていなかったと実感しています。

学生のそばにいることが大事
学生のそばにいるということを大事にしています。学びは押しつけ

ではダメです。自分から動き出さないと意味がありません。面白いも

ので、20歳になると目の輝きが変わってきます。ゆっくり歩んでいた

カメがウサギを追い抜くように実力をつけていく学生もいます。授業

が終わったあと、実習室で実技の練習をする学生も多いのですが、

先輩から後輩にアドバイスする姿も見られるようになり、美容コース

全体が活気にあふれているのはうれしいことです。

「美容師の育成」

が私の専門です。

学校の成績優秀

者が社会でも通じ

るかといえば、そう

ではありません。

人間性が重要に

なってきますね。

長い人生では失敗もします。その時にどう立ち直るかが勝負だと思

っていますから、私の失敗談を話したり、学生の悩みを聞いたりしな

がら、授業以外でも彼女たちの学びにつながれば、と思って指導し

ています。

また、美容師にとって店で働くのは感性を失わないという意味では

とても大事なことです。指名してくれるお客さんがいる限りは続けよ

うと思っていますから、今でも月に数回は岡山へ戻って、店に出てい

ますね。

活躍の場を広げるチャンス
入学時に美容師になりたいと決めているのは３分の１ほど。美容に

興味があるけれど、将来はまだ決めていない学生も多いのです。４

年の間にやりたいことを見つけ、活躍の場を広げるチャンスと捉え

て学んでほしいと思っています。また、美容は福祉分野でも注目され

ており、学生には限りない可能性を持っている分野だと気づいてほ

しいです。美容師国家試験に合格した卒業生の中には大学院へ進

学し、ヘアケア剤の研究をしている学生もいます。学んでいくうちに

自ら進む道を決めました。彼女たちの頼もしい姿を見ていると、これ

からも美容を通じて、社会に貢献できる人材を育てていきたい。そう

思っています。

美しさをトータルで追究し、 
美容のプロを目指す

角田 憲一 先生
大阪樟蔭女子大学　
学芸学部被服学科 教授

化粧学専攻の美容コースは今年２回目の卒業生を送り出しました。
美容師国家試験の合格率は２年連続１００％。美容、ウエディン
グ、化粧品業界などへ就職し、活躍の場を広げています。角田憲一先
生は４年制大学ならではの豊かな教養を身につけた「次世代型の
美容のプロ」を育成することを目指しているといいます。角田先生に
聞きました。

◆角田先生からのワンポイントアドバイス◆
髪には体のコンディションが表れます
ヘアケアというと、毛髪の部分だけに注目しがちですが、体のコ
ンディションが髪に表れます。髪は全身の健康状態を表すバロ
メータでもあります。体が健康であれば、髪も自然に美しくなる
のです。早寝早起き、バランスのよい食事と適度の運動を心掛
け、「幸せ」と感じる毎日を送ってほしい。それが髪にも体にも一
番の栄養です。

2015 July
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学生が企画・編集した卒業制作作品集

美容実習室全景
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気象予報士、防災士
2001年3月、樟蔭高等学校卒業

三宅 惇子さん

卒業生の方々のご活躍の様子をお知らせください。 さまざまな分野でご活躍されている卒業生の情報をお寄せいただき、みなさまの力をお借りして、
この「こもれびの窓」で幅広い卒業生の姿をお伝えしていきたいと思います。
身近でご活躍の卒業生の様子をぜひとも100周年記念事業本部までお知らせくださいますよう、お願いいたします。　●TEL.06-6723-8152　●FAX.06-6723-8263

気象に関するさまざまなデータを収集・解析し、わかりやすく伝える
気象予報士。その資格を生かし、今年４月からＮＨＫ大阪放送局の
「おはよう関西」、「ぐるっと関西おひるまえ」の気象キャスターを務め
る三宅惇子さん。的確な予報と親しみやすい語り口で早くも人気を
集めています。日々、大阪の空をみつめている三宅さんに伺い
ました。

小さいころから空と音楽とダンスが好きでした
　

奈良県で育ち、小さいころから自然がすぐそばにありました。空を見

上げると、いろんな形の雲

が大きく見えるんです。面白

かったですね。夏は白いも

くもくとした入道雲がきれ

いだなあと思って眺めてい

ました。

中学校、高校時代はダンス

部に入り、人前で表現する

楽しさを知りました。将来は

作詞家や作曲家、歌って踊

れるアーティストなどを夢

みながら、作詞や作曲の勉

強を始めたのもそのころ。

歌とダンスで生きていくも

のだと思っていましたね。

「好き」がつながった気象予報士

その大好きな歌とダンスの夢を断念したのは24歳のとき。しっかり

と地に足をつけ、人前で自分を表現できることって何だろうって考え

ました。作詞ノートを見返すと、そこには空や雲、天気を盛り込んだ

詩がたくさんありました。空が好きだったんだなあって改めて気づ

き、気象予報士になろうってそこから猛勉強でした。問題集を見ると

数式ばかりでちんぷんかんぷん。中高時代の教科書を引っ張り出し

て一から学び直しました。

歌とダンスをあきらめた私です。気象予報士も中途半端にあきらめ

たら、一生同じことの繰り返し。それは嫌でした。ですから合格する

まで受けてやるぞって思い、心が折れそうになりながらも挑戦し続

けました。それから３年半、７回目にようやく合格したときは「これ

を一生の仕事にしよう」と決めました。「好き」が全部つながった結

果が気象予報士だったんです。

人の命に関わる仕事

コーナーの予報は基本的に個人の責任なので、最新の気象レーダ

ーを見て、自分なりに解析して判断しています。ですから生放送のオ

ンエアぎりぎりまでデータとにらめっこです。雨と予報し、私もレイン

ブーツを履いて来たのに１滴も雨が降らなかった「失敗」もありま

す。雨と予報して、晴れたらまだいいのですが、その逆は……。 豪雨

になって土砂災害でも発生したらやりきれません。

ＮＨＫ仙台放送局時代、予報をはるかに超える局地的な大雨とな

り、土砂災害が起きました。貴重な人の命を守れなかったことでず

いぶん落ち込んだりもしました。気象予報士は人の命に関わる重い

仕事だと思い知らされました。同時に伝え手としての責任を実感し

ました。仙台での３年間、何度も失敗しながら学ばせてもらったこと

が大きな糧になっているんです。

テレビは聞き直しができません。一度聞いただけで分かる言葉を使

うよう心がけています。それに女性ならではの目線で生活に密着し

た情報を組み込んで伝えるようにもしています。でもあくまで根底は

情報で人の命を救いたい。その思いで毎日、伝えています。

テレビは華やかな世界だと思っていましたが、決してそうではありま

せんでした。現場はすごく地味な仕事の積み重ねで、正直、驚きまし

た。基本をおろそかにせず、人の命を守る仕事をしている、そう自覚

しながら、日々、精進していきたいですね。

チャレンジ精神を養ってくれた樟蔭

とびきり優秀な生徒ではありませんでしたが、努力すれば結果が

ついてくることを身をもって知りました。どうしたら成績が上がるの

か、先生に尋ねたこともありました。先生からアドバイスをいただ

き、自分なりの勉強方法を見つけると、目に見えて成績が上がるよ

うになりました。ダンスも同じです。納得のいく演技をしたいと懸命

に練習しました。「やればできる」。そんなチャレンジ精神を養って

くれたのは樟蔭です。恩師の青木郁美先生にダンスを通して自己

表現の楽しさを教わったことも大きな宝となっています。

私は社会人になって今の仕事と巡り合いました。ですからみなさ

んも若いうちに可能性を狭めないでほしい。いろんなことに興味

を持って、とことん学んでいけば、世界が広がっていきます。「やれ

ばできる」。そう自分を信じて、未来を切り拓いていってほしいと願

っています。

「気象予報士は
人の命を守る仕事」　
役立つ情報を届けたい

みやけ・じゅんこ ● 奈良県大和郡山市出身。2005年、関西大学総合情報学部卒業。2010年に気象
予報士の資格を取得。ネクスコ東日本東北支社「ドライビングウェザーチャンネル」キャスターを経
て、2012年５月～2015年３月、NHK仙台放送局の気象情報を担当。2015年４月からNHK大阪
放送局「おはよう関西」（平日７時45分～８時）、「ぐるっと関西おひるまえ」（月～木曜11時30分～
12時、金曜11時５分～12時）のキャスター。2013年に和菓子コーディネーターの資格も取得。

番組リハーサル風景

仙台時代の番組

仙台時代 講演会にて

高校時代の友人と

高校３年生。全国高校・大学ダンスフェスティバル。音響賞を受賞したダンス
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● ニュース

大学 ・ 大学院 

第７回田辺聖子文学館ジュニア文学賞　表彰式
全国の中学生・高校生を対象にした「第７回田辺聖子文学館ジュニア文学賞」の表彰式を３月24日

（火）に開催しました。最高賞となる田辺聖子賞に輝いた近畿大学附属豊岡高校２年の●●●●●さ

んらに賞状や賞品などが手渡されました。

ジュニア文学賞は、表現力豊かな若い世

代の育成を目的にしています。回を重ねるごとに応募数が増え

ており、今回も昨年を上回る２万8318点の応募がありました。

中西進館長・田辺聖子さん・林真理子さんらが審査し、105作品

の入賞を決定しました。

表彰式に続き、歴史小説「恋歌」で直木賞を受賞した作家の朝

井まかてさんが講演。「誰かに読まれることによって、はじめて作

品が完成すると思います。皆さんのこれからの人生という物語

の可能性を広げていってください」とメッセージを送りました。

昨年の若樟祭（関屋）で袴プリンセスに輝いた児童学部4回生の●●●●

さんが５月11日（月）、香芝警察署の一日警察署長を務めました。

春の全国交通安全運動（５月11～20日）の一環。樟蔭伝統の袴姿に身を

包んだ■■■■さんはパトロール

に出発する警察官のみなさんの前

で、交通安全の宣誓文を読み上

げ、安全運転の大切さを伝えまし

た。その後、パトカーに乗り、管内

の事業所を訪問。「正しい交通ル

ールとマナーの実践を」とメッセー

ジを読み上げ、交通安全を呼びか

けました。

学  園

被服学科被服学専攻の学生が

９月に始まる国勢調査をＰＲす

る横断幕をデザインしました。

東大阪市の依頼を受けて作成し

た広報用の横断幕は、縦90セン

チ、横5メートル90センチ。森優

子准教授の生活デザイン研究室

に所属する学生３人が東大阪ら

しいデザインを考えました。●●●●●さん、■■■■さんは「東大阪はラグ

ビーのまちというイメージからラグビーボールを背景にし、女子大生にも注

目してもらえるよう全体をピンク色の優しい色合いにしました。同世代の学

生に国勢調査をＰＲし、ぜひ回答をしてほしい」と話していました。

４月２５日（土）、清志館５階で新校舎の竣工式典を行いました。また、

式典後の披露宴を翔空館10階で開き、約３００人の本学園の関係者が

集い、和やかな雰囲気の中で完成を祝いました。

祝宴は森眞太郎理事長の開会の挨拶で始まり、１００周年を記念して開

催するプレイベント「樟蔭百年」の今後のスケジュールなどを紹介。新校

舎の見学会も行い、リニューアルしたキャンパスを披露しました。

４月からすべての学部学科が小阪キャンパスに集結し、一層賑やかな

キャンパスとなっています。お近くに来られた際は、ぜひお立ち寄り下

さい。

樟蔭同窓会の総会が５月17日（日）、大阪市天王

寺区のシェラトン都ホテルで開かれ、約180名の

卒業生が参加しました。同窓会の運営、活動報告、

今後の活動などの報告が行われた後、パーティが

開催され、ピアニストの鈴木華重子さんによるピ

アノ演奏や福引き大会などで大いに盛り上がりま

した。

また、６月2日（火）に東京都のホテルニューオータニで東京支部総会が開かれ、約110名の卒

業生が集いました。今年のアトラクションは声楽家、井上淳子さんの幅広いジャンルの歌声に聴

き惚れました。旧制の先輩方もお元気な姿をみせてくださり、年に一度の世代を超えた楽しい

交流の場となりました。

新校舎の完成を祝う竣工式典

樟蔭同窓会総会と東京支部総会が
開かれました 

東京支部総会

樟蔭同窓会総会

大学の地域連携の「顔」となる「くすのき地域協創

センター」（愛称：イキ×ラボ）が本格始動していま

す。行政、地域と連携しながら、まちづくりや地域課

題の解決、地域の活性化を推進する活動拠点です。

教育・研究・地域連携の３つのテーマを柱にし、

様々なプロジェクトを進めています。その中のひと

つ「女子大生が提案する家プロジェクト」は「自分た

ちが将来住みたい家」をテーマに実際に家を建築

し、販売するものです。児童学科の学生８人がこの

プロジェクトにエントリーし、香芝市、株式会社垣本

ハウジングとミーティングを重ね、学生の思いや考

えが詰まった家を作っています。他にも、香芝市で

は、杉山ニット工業との連携による「合格祈願靴下

開発プロジェクト」、東大阪市と連携した「子育てカ

レッジ」、小阪商店街の活性化を目ざす「子どもの

集まる商店街」などを展開しています。

また、学生がやりたいコトに挑戦する「イキ×ラボ

チャレンジプロジェクト」には今年、グリムプロジェ

クトやキャンドルナイトなど４団体が選ばれ、それ

ぞれの活動を開始。センターは学生視点の地域貢

献活動をサポートしています。今後の活動にご期待

ください。

「くすのき地域協創センター」が始動しています　

中国・四国地域にお住まいの卒業生の皆さまと交流を深めることを目的とした「樟蔭のつどい」を５月

30日（土）に香川県高松市の栗林公園内の「花園亭」で開きました。

この集いは樟蔭同窓会岡山支部設立準備委員会が主催し、理事長をはじめ、同窓会本部役員の方々、

卒業生18人が参加しました。昼食をいただきながら語り合ったり、準備委員が工夫を凝らした福引きや

校歌を歌うなど、来年の再会を楽しみにしながら終了しました。

高松市で「樟蔭のつどい2015」を開催
「女子大生が提案する家プロジェクト」

表 彰

活動報告 活動報告

活動報告

イベント報告

イベント報告

イベント報告

2015 July
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本学の袴プリンセスが
一日警察署長を務めました

被服学科の学生が国勢調査を
ＰＲする横断幕を作成

受賞者

◆読書体験記中学生の部

　優秀賞：●●●●（中３年季組）

　佳　作：■■■■（中２年季組）

◆読書体験記高校生の部

　佳　作：▲▲▲（高2年雲組）

◆川柳部門

　優秀賞：★★★★（高1年冬組）

本学から４人が入賞！

※入賞当時の学年で表記しています


	20150720_174_1-10pdf
	20150720_174_H1-P12


